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Recently， the downtown areas in many local cities have been declined and need 10 be regencratcd. 
Urban rcgenerations wi1h wandering and vicinity spaces (small s1reet and small opcn space) give the pedestrians 
the places of enjoyment and resl. It has been undcrstood that the effect gives the surrounding thc favorable influence. 
This rescarch has aimed to analyze the cffect of the town management with human-scale small street spaces based on 
the case study of Yonbancho・Squarcshopping mall in Hikone City where the downtown blight had been evident. The 
effect is compa陀dwith adjacent Yumekyobashi・Castle-roadproject with wide road only. 







































































































































































































































































































68 創造都市研究 第3巻第 1号(通巻3号) 2007年5月
ている。









































































































































業前は、八若 (2003) によると、 i部業と住居が混合し
た密集度の高し、地域であった。建築物の使1日川途は、




























どの場合に利用される小さな空間であるパティオ (200m2程度の広さ)を配置している D この空間は、人々
が集う場としての界隈性を創出している(図4)。




寸I li l f 1 r一
図3:四番町スクエア地域、 1996年時点の庖舗立地
※1'2111の英字 (A)-(L)は、 「市J易商)，IHJiのIlJIFIを考える会jのメンバー ;iI"12名であり、 iD地区Jが多かったc














































※ l 立地喜子守は、1'-~14 に対応
※ 2 :-AJは、間部:IHj"ダイニングを示しているの
※:1 *1:Jl I古舗は、 IElrl~可 1， 1; 仕-j ll:刊にからの脂舗であるぐ無nJは新規参入信舗G
階 ※2 業 態 業
1F ヲ骨 物販 吃W.J
1F * 物販 I ~日 E子1F 飲食 I~[J~ F料理
1F ヲ貨 物販 魚屋
1F アート・教室等 布引焼
1F 飲食 J、一ー







1F 1¥ 飲食 喫茶
2F ア ファッション・美容 美容
3F イ アート・教室等 華と布のギヤフリー
1F オ アート・教室等 フドン岩盤浴
1F ヲ骨 物販 クリ一一ング
1F ファッション・美容 ジュエリー
2F アート・教室等 アロマ
1F ヲ貨 物販 薬
2F 飲食 飲食
手重
1F 物販 シルバー&アンTイー ク
1F 物販 クリ一一ング
1F ヲ骨 物販 花屋
1F ?女 宿舎 ビジネス旅館
1F ?女 物販 魚屋
1F ヲ島 物販 酒屋
1F ヲk ファッション・美容 i・坐4ーロロ
1F 女 物販 和菓子
1F 女 ファッション・美容
1F 女 アート・教室等 手芸
1F ヲk アート・教室等 教室
1F 女 物販 鮮魚
1F 女 物販 八百屋
1F 1¥ |物販 かまぼ」
2F ヲ島 7圃 アート・教室等 PC盤
1F 物販 和洋家具・雑貨
2F イ アート・教室等
1F ヲk オ (物販 お茶
1F 物販 雑貨
2F 飲食 1創作料理
1F 世r ファッション・美容 化粧品
1F 女 |物販 和菓子
2F 飲食 飲食
1F 飲食 た」焼き
1F * 物販 漬物1F タイ 物販 菓子
1F 物販 産地品・お土産
1F 一 飲食 中 華
2F 、J |物販 雑 実ボックスギヤフリー
2F グ 飲食 旦 寓料理
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米街有数調ri[千日] 198911と 2002{ド 20031ド 2004{f. 2005年
11帯Iflrスクヱア 11央(ふじかわ) 100% 87.9% 114.8% 369.1 % 
凶器11'スクエアはずれ(旅館九欠) 100% 92.7% 107.3% 200.0% 
J歩京縞キ -γ ヅスルロー F(宗)~I)伝) 100% 232.0% ]71.2% ]98.4% 
銀l主Injl.l汁Jj(平干1I';i:) 194.5% 100% 134.8% 92.9% 88.1% 
彦tw駅前(JTB) 107.6% 100% 93.2% 90.7% 81.5% 
~~前打数訓 ri [休日] 1989:1'. 2002 {ド 2003iF 2004if. 2005年
間百j:lfスクエア 11央(ふじかわ) 100% 120.7% 151.7% 689.7% 
l叫酢Plfスクエアはずれ(旅白'01.矢) 100% 89.7% 106.5% 327.1 % 
与，(Ji(前キャッス)!..-ロー v(京 ~II /t(i) 100% I 225.4% 126.3% 117.6% 
~HlMlf'甘，1 1 I術 (，V.fl'i;i:) 162.7% 100% 87.8% 65.2% 67.2% 






















































































川 1 I!'I 'u 
(，~\Ui. II I1 .n 2006W (、V'}J'(IH:r.)111-11211 (11)午lij1 01.¥':30 j}から午純 3Iq::~O分 11.'" まで
※k. {I~~ω~J~; ~t.I~! により、 3111J に分けてぷ，j(ti. ，淵伐1.¥'1¥1，1'は、 :J1.¥'1¥1. 
( k ~~~) う?りとさどさ小I:I
('J~h包J品川) 広:IH rli 1': 1 J 1'4 .酢PIJスクエア ハティオ|人lにて
(.(.f (~行) 1川市:IIIJ スケヱア ~~üi お-
(，刈(Uiit.) ~~íJI 討を照W 7..} に選び、iJ千日itUこて~~íJ:J T~- が，州~t. ~~'::二 uU 人
(111 'f子政) 115人
('i'W¥1 'hJCi) 交通 rVi，1的、 nJ魚、消代金如、 M↑t
(特，;~ 'J~J(j) ， ~~1 (f.吋 II:iI i:rJ ~\i ブェスタ 2006 のイベントがあすた
(2)回答者属性
性別区分であるが、|男性I:34.2%、|女性J65.8%となっている口
年齢Hli成は、 110歳代jから 170政代jまでと幅広い!日となっているが、 1-20歳代・ 30歳代jが61.6%と半
数以上を占めている。しかし、 170歳代jの来i持者もいることから、四番町スクエアは、幅広い年齢の層を
掴んでいることが考えられるロ
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図7:四番町スク工アと夢京橋キャスルロードの印象比較
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スクエアの特徴のひとつになって I 400'¥ r一一 一一一一一一一








結論としては、第 2位から第 4I 5仇









































lnP=aX+b .・・ ( 1 ) 
ここで、距離減衰関係があるから、





P=exp (aX+b) ・・・ ( 3 ) 
これより、 P-X平面下の面積積分は、
1 = f 1，c P d x ... ( 4 ) 
= ( 1 / a) e x p (a X + b ) (， ' .
(l/a) (exp (ー ∞) -exp (b)) 
と導出される D ここで、 aくOより





X=nXK X:年間利用回数、 n:アンケート回答数、 K:拡大係数
まず、拡大係数Kを求める。 K=α1Xα2Xα3Xα4とすると、
1 )パティオでの回収漏れによる拡大係数 αl 
パテイオに流入したすべての来街者のうち回答率を当日の観測結果から考慮すると約70%であったの
で、 α1= 1.42とする。
2 )四番町スクエア全体への拡大係数 α2 
歩行者数調査から、メインストリートの通過者の40.8%がパティオへ流入することにより、 α2=2.45 
である。
3 )天候・曜日調整拡大係数 α3 
本研究は、街並みの便益評価であるが、建物の見学などレクリエーション的要素も多いため森杉(1997)
に倣い、 α3= 23.8 X 12 = 285.6とするc




K = 1.42X 2.45 X 285.6X 2.84=2821.8 






ここで、年間利用数X=65X 2821.8= 183.417 (人/年)となる。
(2)アクセス費用の推定
アクセス費!日 P は、次式により ~?:tBする。
Pニ手 {Qi + VixTi} (iは可能な交通モードにわたる)









































































































10)本l!rLI二地民同i.~，~J~I~組合が、「区画鮭~IH'J~ ，r~J の一般的事務事業を行う組織であるのに対して、「本町地区共 Irï)繋備事業
組合jは、整備にあたり四骨町スクエア独自の備担を考える組織である c I瓦両繋理組合といわば横並びの組織である。
1 1)ひこね街なかプラザに入飢した人数を五I~I正而の奥にある!Ji.務所から、 'H務nが|二l 悦で計測している数似である。従
って、事務Hが休憩や事務作業などによ 1).lhlIJができない場合もあり、入館した来街行をすべてカウントしたものでは
なし、。
12) N氏へのヒアリングは2006)1~1 n 17Uにおこなっているc
13) itf.良市へのヒアリングは2006年l1JJ1711におこなっている c





http://www.jorudan.co.jp/2006 W 11125 i II!.J'ti， 
16) 1，訂正労iJtl'( 全は、 !'/'l:. -J.:H~)行労ffi)Jた'V，qのヴニブサイト
http://www2.mhlw.go.jp/topicslseidolkijunky叫mJminimum/minimum-Ol.htm 
による20061ド10JJ1 11 の地H:~]IJM: f1~l'i:金位定状況からがえ口県の託金を使川二 2006年 11 JI25U 閲覧コ
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